胁な?と lb たとまは 


r 故障かな？」と思ったときは> 修理を依頼する前にここで説 B 月する内容について確認してください。また、 
この章では、修理を化頼する際の磕認事項や NEC >および NEC が認をずる保守サービス会社が提供するさ 
まざまなサービスじついてわ説明があります。 


日常の保守(^344ぺージ） . 装置を日常使う上で確認しなければな6ない点や 

ファイルの管理、クリーニングの方まについて説 
B 月しまず。 

障害時の対処 (^347 ページ） . 故障かな？と思ったときに参照して<ださい。卜 

ラブルの原因のお認方法やその対処方法について 
説明しています。 

移動と保管(^355ぺージ） . 本体を移動.保管する際の手順やを意事項につい 

て説明します。 

ユーザ—サポート （^357 ページ） . 本装置に圉するさまざまなサービスについて説明 

します。サービスは NEC および NEC が認をした 
保守サービス会社か6提供されれるものです。ぜ 
ひご利巧 < ださい。 
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日常の保守 

本装置を常にベストな状態でお使いになるために、ここで説 B 月する殖認や保守をを期的に巧って<ださ 
い。万一、異常が見6れた場合は、無理な操作をせずに保守サービス会社に保守を依頼して<ださい。 


アラートの確認 


システムの運用中は、 ESMPRO で障害状況を監視してください。 

管理コンピユータ上の ESMPRO / ServerMan 明 erl こアラートが通報されていないか、常にを 
意するよう/こ、がけてください。 ESMPRO / Se 「\/ e 「 Manage 「の「統合ビユーア」、「データ 
ビューア」、「アラートビユーア」でアラートが通報されていないかチェックしてください。 


ESMPRO でチェックずる画面 



また、ファイアウォール磯能のアラートについては 、 Management Console の「ファイア 
ウォール」メニューかアラート表示」をクリックして表示される画面で殖認することがで 
きます。4章の r 情報表示」一 r □グ-アラート表示」を参照してください。 


ステータスランプの巧認 


本体の電源を ON にした後，およびシャットダウンをして電源を OFR こする前に、本体前面 
にあるランプの表示を確認してください。ランプの機能と表示の内容については2章を参照 
して<ださい。万一、装置の異常を示す表示げ確認された場合は、保ずサービス会社に連給 
して保守を化頼してください。 
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システムにインストールしたシステム基本情報とセキュリティポリシーはあずパックアップ 
をとってください。 

再インス I '■-ルの際にリストアすることにより、再インス I '―ル前と同じ状態にセットアッ 
プずることができます。バックアップ/リストアについては4章を参照してください。 


ク u — ニング 


本装置を良い状態に保つためにを期的にクリーニングして<ださい。 



本体のクリーニング 

本体の外観の汚れは、柔らかい乾いた布で汚れを拭き取って<ださい。汚れが落ちに<いと 
きは、次のような方まできれいになります。 

P -0 • シンナ ー 、ベンジンなどの揮発性の溶剤は使わないでください。材質のいたみや変色の 

原因になりまず。 

• コンセント、ケープル、本体背面のコネクタ、本体の部は絶ち t に水などでめ5さないで 
ぐださい。 

1. 本体の電源が OFF(P0 机 ER ランプ消财）になっていることを確認ずる。 

2. 本体の電源コードをコンセントから抜く。 

3. 電源コードの電源プラグ部分についているほこりを乾いた布でふき取る。 

4. 中性洗剤を姑るま湯または水で薄めて柔らかい巧をミ量し、よく絞る。 

已.本体の汚れた部分を手順 4 の布でかし強めにこずって汚れを取る。 

巨.真かで姑らしてよく絞った布でもう一度ふく。 

7. 乾いた布でふく。 

8. 乾いた布で背面にある排気□に付着しているほこりをふき取る。 


故障かな？とおつたとをは 
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CD-ROM のクリーニング 

CD - ROMI こほこりがついていたり、トレーにほこりがたまっていたりずるとデータを正しく 
読み取れません。次の手順に従って定期的にトレー、 CD - ROM のクリーニングを巧いまず。 


1. 本体の電源が ON(PO 机 ER ランプ点财）じなっていることを磕認する。 

2. CD-ROM ドライプ前面の CD トレーイジェクトボクンを押す。 

トレーが CD-ROM ドライブから化てきまず。 

3. CD-ROM を軽く持ちながらトレーから取り化す。 

I vrOn^ 

I CD-ROM の信号面に手が触れないようま意してくだをい。 

4. トレー上のほこりを乾いた柔らかい布でふき取る。 

w-Oira 

CD-ROM ドライブのレンズをクリーニングしないでください。レンズが傷ついて誤動作の原因 
となります。 

己.トレーを CD-ROM ドライブじ戻ず。 


6. CD-ROM の信号面を乾いた柔らかい布でふく。 


irOira 


CD-ROM は、中むか目列側に向けてふいてくだをい。クリーナ 
をお使いになるときは、 CD-ROM 専用のクリーナであることを 
お確かめください。レコード用のスプレー、クリーナ、ベンジ 
ン、シンナーを使用ずると、ディスクの内容が読めなくなった 
り、本体にそのディスクをセットした結果、故障したりずるおそ 
れがありまず。 
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障害時の巧処 

r 古徘章かな？」と思ったときは> ここで説巧する内容についてお認して<ださい。該当することがらがある 
場合は、説巧に従って正しく対処してください。 


障害箇所の切0分け 


万一、障害が発生した場合は、 ESMPRO / ServerManager を使って障害の発生箇所を殖認 
し、障害が八ードウ: L アによるものかソフトウ； L アによるものかを判断します。 

障害発生箇所や内容の確認ができた6、故障した部品の交換やシステム復旧などの処置を巧 
います。障害が八ードウェア要因じよるものかソフトウェア要因によるわのかを半！]断ずるに 
は、 ESMPRO / ServerManager が便利です。八ードウェアによる障害をさ6に切り分けるに 
は>「保守•管理ツール」の r システム診断」をご利用ください。システム診断については已章 
をご覧ください。また、4章の r 情報表示」一 r □グ•アラート表示」で説明したインタフェー 
スを利用して、 アラート情報を出力するファイルの内容を参照し、障害を起こしているモ 



故障かな？と思つたとをは 
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エラーメッセージ■電源 ON 後のビープ音- 


電源 ON 直後に始まる Power On Self-Test ( POST ) 中にエラーをお化すると一連のビープ音 
でエラーが発生したことを通®しまず。エラーはビープ音のい<つかの音の組み合わせでそ 
の内容を届巧しまず。 

たとえば、ビープ音が1回、連続して3回、1回、1回の組み合わせで鳴った（ビープコード: 
1-3-1-1)ときは DRAM リフレッシュテストエラーが起きたことを示します。 

次にビープコードとその意巧を示します。エラーが起きたときはお買いずめの販売店または 
保守サービス会社に連給して保守を化頼して<ださい。 


ビープコード 

意巧 

巧化ちま 

3-3-( 繰り返し） 

ROM チェックサムエラー 

お買い求めの販売店または保守サービス 
会社し連髓して保守を化頼してくださ 
い。 

1-2-2-3 

ROM チェックサムエラー 

1-3-1-1 

DRAM リフレッシュテストエラー 

1-3-1-3 

キーボードコント□ーラテストエラー 


1-3-3-1 

メモリをお化できない 

メモリの容量チェック中のエラー 


1 -3-4-1 

DRAM アドレスエラー 


1-3-4-3 

DRAM テスト Low Byte エラー 


1-4-1-1 

DRAM テスト High Byte エラー 


1-5-1-1 

CPU の起動エラー 


1-5-2-1 

CPU が搭載されていない 


1 -5-4-4 

電源異常 


2-1-2-3 

BIOS ROM コピーライトテストエラー 


2-2-3- 1 

不正割り込みテストエラー 


1-2 

オプション ROM 初期化エラー 



■i ピープコード「1-5-4-2」の鳴動は停電や瞬断などにより AC 電源のか給が遮断され、システム 
の再起動が行われたことを通巧するものです。異常ではありません。 
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—テイング 


装置が思うように動作しない場合は修理に化す前に次のチェックリストの内容に従って 
チェックしてください。リストにあるを状に当てはまる項目があるときは、その後のお認、 
処理に従ってください。 

それでも正常に動作しない場合は保守サービス会社に連絡してください。 


本体について 

® OS のシステム エラーび 発生した 

- システムにアクセスできず、本体のディスクアクセスが長く続く場合はシステ 
ムエラー(パニック)が発生している可能性があります。パニック発生時にはダ 
ンプが採取され，その後自動的にシステムが巧起動されます。また、システム 
再起動時にシステムエラーの発生が ESMPRO / ServerAgentl こよりお化されま 
す。 

システムエラーの障害調査には/ var / log / vmdump 配下のファイルすべてと 
/ var / log / messages ファイル、および ksyms - a コマンドを実行して、その結果 
をファイルに化力したものを採取する/必要がありまず。操取の方法は、管理コ 
ンピュータ（コンソール)から障害発生サーバに□グインし、障害発生サーバか 
ら FTP で情報を探取します。情報の裸取後は A / ar / log / vmdump 配下のファイル 
はずべて削除巧能です。削除しない場合、システムエラー(パニック）が発生ず 
るたび、ダンプファイルが追ぶ作成されます(前回のダンプファイルは上書きさ 
れません)。 










本体の電源が自動的に OFF になった 

□ 装置の温度が高<なりすぎた可能性があります。届気が巧げ6れていないかお認 
し、装置の温度が下がってか6再起動してください。それでも電源が OFF になる場 
合は、保守サービス会社に連絡してください。 

起動完了ビープ音が定期的に何度ち鳴る 

□ 一度電源を OFF にして，再起動してみてください。それでも、起動完了ビープ音が 
定期的に鳴る場合は保守サービス会社に連絡して<ださい。 

管 a コンピュータに画面が表示されない 

□ 八ードウエア構成情報を正しく設定していますか？ 

一添付の r 保守-管理ツール CD - ROM 」 を使ってシステムの設定を元の状態に戻し 
てください (340 ページ参照)。それでも表示できない場合は，保守サービス会 
社に連絡してください。 

フ□ツピーディスクにアクセス(読み込み、または書を込みが)できない 

□ フ□、ソピーディスクをフ□、ソピーディスクドライブにセツトしていますか？ 

ーフ□、ソピーディスクドライブに r カチ、ソ」と音がするまで殖実に差し化んでくだ 
さい。 

□ 書き込み禁止にしていませんか？ 

ーフ□、ソピーディスクのライトプ□テクトスイ、ソチを r 書き込み巧」にセツトして 
ください。 


故障かな？と思ったときは 
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③ CD-ROM にアクセスでさない 

□ CD-ROM ドライブのトレーにお実にセットしていまずか？ 

ートレーに確実にセットされていることをを認してください。 

③ CD-ROM ドライブの回転音が大をい 

□ いったん、 CD-ROM を取り化し、再度 CD-ROM をセットし直してください。 

一 CD-ROM ドライブの才ートバランス機構を再度磯能させることで、回転音をお 
さえます。 


Management Console に〇し、て 



Management Console と接続できなし、 

一 URL が正しいかをお認してください。 

ーリモートメンテナンスの操作可能ホストとしてき録されている管理クライアン 
卜か6接続しているかを確認してください。 

一入力した管理をアカウントを、パスワードが正しいか確認してください。 


ーサーバ公開ルールの設定しおいて、 Express 5800 / SG 300自身のインタフエー 
スをか部公開 IP アドレスとして指定し、ポートのちををしない設定にした場合 
に Management Console と接続できなくなりまず。 

このように、ルールの設定誤りじより Management Console と接続できなく 
なった場合は，次の手順により復旧させてください。 

1 . シリアルコンソールか 6 「oot ユーザで□グインする。 

2. 次のコマンドを実行する。 

sgfwcl 已 ar 

これにより登録されているルールがすべて無効化されまず。 

3. Management Console に接続し、ルールを修正する。 

4. 「編集結果を適用」ボタンによリルールを適用する。 
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ユー ヴ認証に ついて 

③ ユーザ□グイン画面び表示されない 

一 URL が正しいかを殖認してください。 

-かんたん設定ウィザードまたは詳細設走メニューの認証設定において、ユーザ 
認証を巧うためのチェックボックスにチェックが人っていることを殖認してく 
ださい。ユーザ認証の利用を還択しておく必要があります。 

- ルールによって HTTP 通信を拒否していないかをお認してください。 

③ ユーザ認証に失敗する 

一人力したユーザの、パスワードが正しいかお認してください。 

ーユーザアカウントが□ックアウトされていませんか？□ックアウトを解除して 
ください。 

保守-管理 ツールについて 

( D 保守-管理ツール CD-ROM か5本装置を起動できない 

□ システム BIOS の起動デパイスが正しく設定されていない可能性があります。正し 
く設定できているかお認してみてください。 

□ POST を実行中に保守.管理ツール CD-ROM をセットし、再起動しないとェラー 
メ、ソ セージが表示されたり、 0 S が起動したりします。 


保守•管理ツールを実行中、何らかの障害が発生すると、と J 下のようなメッセージ 
が表示されます。メ、ソセージ内容を記録して保守サービス会社に連絡してください。 


メッセージ 

原因と処理方 ミ 去 

本プ□グラムの動作対象マシンではあり 
ません。 

保守.管理ツールの対象マシンではありません。対象 
マシンで実行してください。 

NvRAM へのアクセスに失敗しました。 

不揮発性メモリ （NvRAM) にアクセスできません。 

ハードディスクへのアクセスに失敗しま 
した。 

八ードディスクが接続されていないか、八ードディス 
クが異常でず。八ードディスクが正常に接綿されてい 
ることを確認してください。 

マザーボード上に装置固有情報が存在し 
ません。 

オフライン保守ユーティリティの[シス 
テム情報の管理]を使巧してバックアッ 
プした情報をリストアずるか、情報を書 
き込んでください。 

オフライン保守ユーティリティを起動し 
まずか？ 

マザーポード交換時など、保守管理ツールが装置固有 
情報を見つけ6れない場合に表示されまず。 

保守員はオフライン保守ユーティリティを使用して情 
報を書き込んで < ださい。 


この他にもシステム診断を実行したときに障害を検出するとエラーメッセージが表 
示されます。表示されたメッセージ内容を記録して保守サービス会社までご連絡く 
ださい。 

® メインメニューがで字化けしている 

□ コンソールのモードが実隐のコンソールと異なっている可能性があります。 

LAN 接続またはダイレクト接続 ( COM 己)された管理コンピュータか6実行してく 
ださい。 


故障かな？と思ったときは 
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Internet Explorer を起動する。 

Internet Explorer のメニユーから、[ツール]—[インターネットオプシヨ 
ン]を選択する。 

[プ □グラム]タブをクリ 、ソクし、 [ Web の設定のリセ、 ソ ト]をクリ 、ソク す 
る 0 

確認のダイア□グボックスが現れるので[はい]をクリ、ソクする。 


□ Adobe Acrobat Reader か正しくインストールされていまずか？ 

ーオンラインドキュ六ントの一部は、 PDF 形式で提供されていまず。あらかじめ 
Adobe Acrobat Reader(Version 4.05 W 上)をご使用のオペレーティングシス 
テムへインストールしておいてくた‘さい。なお 、 Adobe Acrobat Reader は、 
「保守-管理ツール CD - ROM 」 からインストールずることができます。マスター 
コント□ールメニューを起動後、「ソフトウエアのセットアップ」の 「Adobe 
Acrobat Reader 」 を選択してください。 

® オンラインドキユメントの画像び見にくい 

□ ご使用のディスプレイは、256を上の表示になっていますか？ 

ーディスプレイの設定が256色未満の場合は、画像が見にくくなります。256色 
W 上の表示ができる環境で実巧してください。 

マスターコントロールメニユーが表示されない 

□ ご使用のシステムは ， Windows NT 4.0 と J 降、または Windows 95 J ； J 降でずか？ 
一 CD - ROM の Autorun 機能は 、 Windows 2000、および Windows NT 4.0、 
Windows 95と J 降でサポートされた機能です。それ前のバージョンでは自動 
的に起動しません。ごを意ください。 

□ < Shif わキーを押していませんか？ 

一 < Shif わキーを押しなが 6 CD - R 0 M をセットしますと、 Autorun 機能がキャン 
セルされます。 

□ システムの状態は問題ありませんか？ 

ーシステムのレジストリ設をや CD - ROM をセットするタイミングじよってはメ 
ニューが起動しない場合があります。そのような場合は、 CD - ROM の 
¥ MC ¥ に T . EXE をェクスプ□-ラ等か6実行してください。 


マスターコント □ —ルメニユーについて 

® オンラインドキユメントが読めない 

□ HTML ブラウザが正しくインストールされていますか？ 

-オンラインドキュ^ントは、 HTML 文書です。あらかじめ HTML ブラウザ 
Ontemet Explorer 已 . xtj 降)をご使用のオペレーティングシステムへインス I '■— 
ルしておいてください。 

□ HTML ファイルの関連付けは正しいですか？ 

-オンラインドキュメントは CD - ROM 上の□一カルファイルをアクセスします。 
Internet Explorer と Net 沈 ape Communicator が共存していると HTML 文書の 
化張子 (. htm 、. html ) がブラウザに正しく関連付け6れていないことがありま 
す。次の手順で （Internet Explorer 5.0 の場合)関連付けを設定してください。 


12 3 4 
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③ メニュー項目がグレイアウトされている 

□ ご使用の環境は正しいですか？ 

-実行するソフトウ X アによっては、管理を権限がお要だったり、本装置上で動 
作ずることがを要だったりします。適切な環境にて実行するようにしてくださ 
い。 


ESMPRO について 

③ 画面が夕宇化けしている 

- シリアル接続の管理クライアントから設定作業をずる場合は、管理をとして□グイ 
ンした後，設定作業を晶始する前に環境変数 「 LANG 」 を rC 」 に変更してください。 
デフォルトのシ王ル環境の場合はじ(下のコマンドを実行することで変更できます。 

#export LANG=C 

(D ESMPRO でおうように監視できない.動作しない 

-本体に添付の CD - ROM にあるオンラインドキュメントを参照してください。本体に 
インス I ルされている ESMPRO / ServerAgent については、添がの「バックアッ 
プ CD - ROM :/ nec / Linux / esmp 「 o . sa / doc / users . pdf 」 を参照して ください。 
ESMPRO / ServerManager については、「保守-管理ツール CD - ROM 」 内にありま 
す。「保守-管理ツール CD - ROM 」 を Windows マシンにセットずると自動的にメ 
ニューが表示されまず。メニューからオンラインドキュメントを選択してくださ 
い。 
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一般的にをく寄せ 6 れる疑問や質問に関する回答集です。参考にしてください。 


GUI 関連 

Q : Express 已800 / FW 300、 FW 已〇〇に添付されている G U I クライアントで 
Express 已800 / SG 300に接続できまずか？ 

A : 接続できません。ウェブブラウザを使用して Express 5800 / SG 300の Management 
Console に接続してください。 

Q : 推奨のウェブブラウザは？ 

A : Microsoft Internet Explorer 6.0 SP 1 (日本語版- Windows 版）を推奨します。 

NAT 

Q : NAT は使用できまずか？ 

A : 使届できます。サーバ公開ルールの設定を参照してください。 

認証 

Q : ユーザーごとに認証を設けてアクセス制限をかけ6れまずか？ 

A : 巧能です。ユーザ認証の設定を参照してください。 

ライセンス関連 

Q : ノード数によるライセンスの違いびありまずか？ 

A : ノード数によってライセンスが異なることはありません。 

Q : Express 已800 / SG 300の IP アドレスを変更できますか？ 

A : IP アドレス変更の申請を行い、変更後の IP アドレス用のライセンスキーを入手する必要 
があります。また、 IP アドレス変更の申請にはサポートサービス製品を購入しているあ 
要があリます。 

その他 

Q : Express 已800 / SG 300に他のアプリケーシヨンサーバを同居させることはできまず 
か？ 

A : セキュリティの観点か6同居させないようにしてください。 

Q : 外部インタフェースを複数持つことができまずか？ 

A : できません。 
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移動と保管 

本体を移動-保管するときは次の手順に従ってください。 



装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りくだをい。人が死 
こずる、または重傷を負ラおそれがありまず。詳しくは、 m ページ W 降の説明を 
ご覧ください。 

• 自分で分解*修理*改造はしない 
• リチウムバッテリを取り外をない 
• プラグを差し込んだまま取り扱わない 




A 注意 



装置をま全にお使いいただくために;欠のま意事項を必ずお守りください。火傷や 
けびなどを負ラおそれや物の損害を負ラおそれがありまず。詳しくは、 m ページ 
1 U 降の説明をご覧ください。 

• 中途半端に取り付けない 

• 一人で取り付け•取り外しをしない 

• カバーをがしたまま取り付けない 

• 指を挟まない 

• ラックが不ま定な状態でデバイスをラックか5引き出をない 
• 複数台のデパイスをラックか5引き出した状態にしない 


n-O • フ□アのレイアウト変更など大掛かりな作業の場合はお買い上げの販売店または保守 
サ—ビス会社に連絕してくだをい。 

• 八ードディスクに保存されている大切なデータはバックアップをとっておいてくださ 
い。 

• 本装置には八ードディスクび内蔵されていまず。八ードディスクに衝撃を与えないよラ 
に注意して本体を移動させてください。 

• 再度、運用ずる際、巧蔵機器や本体を正しく動作させるためにも室温を保てる場所に保 
管ずることをお勧めしまず。装置を保管ずる場合は、保管環境を件(温度：-10で〜已己 
で、湿度： 20%〜80%)を守って保管してください(ただし、結露しないこと）。 

1. フ□、ソピーディスク、 CD-ROM をセットしている場合は本体か6取り化す。 

吕.本体の電源を OFF [こずる。 

3. 本体の電源プラグをコンセントから抜く。 

4. 本体に接続しているケーブルをずベて取り外す。 


Q 

A A 


底 A 
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己.本体をラックに搭載している場合は、23ページを参照して本体をラックから取り化ず。 

なるべく複数をで行うことをお勧めしまず。 

目.本体に傷がついたり、衝擊や振動を受けたりしないようしっかりと個包する。 

vr-O 輸送後や保管後、装置を再び運用ずる場合は、運用の前にシステム時計の確認•調整をして 
區重司 ください。 

システム時計を調整しても時間の経過と巧に著しい遅れや進みが生じる場合は、お買いホめ 
の販売店、または保守ヴービスをなに保守を依頼してください。 

本装置および、内蔵型のオプション機器は、寒い場所か6暖かい場所に急に持ち込むと結露 
が発生し、そのまま使用ずると誤作動や故障の原因となります。装置の移動後や保管後、再 
び運用ずる場合は、使用環境に十分なじませてか6お使いください。 
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ユー サーサポート 

アフターサービスを お受けじなる前に、保証および サービスの 内容についてお認してください。 


保証にごいて 


本装置には『保証書』が添付されています。『保証書』は販売店で所定事項を記入してお渡しし 
ますので、記載内容を確認のうえ、大切に保管してください。保証期闇中 I こ故障が発生した 
場合は、『保証書』の記載内容にもとづき無償修理いたします。詳し<は『保証書』およびこの 
後の r 保守サービスについて」をご覧 < ださい。 

保証期闇後の修理についてはお買い求めの販売店、最寄りの NEC または保守サービス会社に 
連絡してください。 

n-O • NE 巳製むが(サードパーティ）の製品、または NEC が認定していない装置やインタ 
フェースケープルを使用したために起きた本装置の故障については、その責任を負いか 
ねまずのでご了承くだをい。 

• 本体の上励こ、製品のお式、 SERIAL No •(号機 
番号)、定格、製造業者名、製造国び巧記された 
銘板が目ちってありまず。販売店にお問い合わせ 
ずる際にこのの客をお位えくだをい。また銘板 
の号機番号と保証書の保証番号が一致していま 
せんと、装置が保証期間内に故障した場合で 
も、保証を受け!5れないことがありまずのでご 
確認ください。万一違ラ場合は、お買い求めの 
販売店にご連絡ください。 



故障かな？と思ったときは 
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修理に出される前に 


r 故障かな？」と思ったら、 t (下の手順を行ってください。 

① 電源コードおよび他の装置と接続しているケーブルが正しく接続されていることをお認 
しまず。 

② 「障害時の対処(347ページ)」を参照してください。該当するを状があれば記載されてい 
る処理を行ってください。 

③ 本装置を操作するためにみ要となるソフトウエアが正しくインストールされていること 
をモを認します。 

W 上の処理を行ってもなお異常があるときは、無理な操作をせず、お買い求めの販売店> 最 
寄りの NEC または保守サービス会社にご連絡ください。その際に本体のランプの表示や管理 
コンピュータのディスプレイ装置のアラーム表示わご殖認ください。占如章時のランプやディ 
スプレイじよるアラーム表示は修理の隐の有用な情報となることがありまず。保守サービス 
会社の連絡先じついては、付録 cr 保守サービス会社網一覧」をご覧ください。 

なお、保証期闇中の修理はみず保証書を添えてお申し込みください。 

I H-0 この聲品は日本国内仕様のため、 NEC の海巧拠点で修理ずることはでをません。ご了承く 
胃ださい。 


修理に出される時は 


修理に化される時は次のものを用意してください。 

□ 保証書 

□ 管理クライアントの Web ブラウザじ表示されたメッセージのメモ 
□ 障害情報(ネットワークの接続お態や障害がおきたときの状5兄） 

□ 本体' 周辺機器の記録 


補修用部品について 


本装置の補修用部品の最低保有期園は、製造打ち切り後5年です。 
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巧巧サポート / f 呆巧サービスについて 


ソフトウエアに関ずるサポート 

ソフトウエアに関するサポートについては1章の 「 Express 5800 / SG 300について」で記載し 
ている r ソフトウエアサポートサービス」を参照してください。 


ソフトウエア外に関ずるサポート 

保ずサービスは NEC の保守サービス会社、および NEC が認をした保守サービス会社じよって 
のみ実施されますので> 純正部品の使用はもちろんのこと、技術力においてわご安ムの上、 
ご都合に合わせてご利届いただけます。 

なお、お客様が保守サービスをお受けになる隐のご相談は、弊社営業担当または代理店で 
承っておりまずのでご利用ください。保守サービスは、お客様に合わせて2種類届意してお 
ります。 


保守サービスメニュー 


契約保守サービス 

お客様の障害コールにより優先的に技術者を派遣し、修理にあたりまず。 
この保守方まは、装置に応じた一定料金で保守サービスを実施させていた 
だくもので、お客様との間に維持保守契約を結ばせていただきまず。 
さまざまな保守サービスを用意していまず。詳しくはこの後の説明をご覧 
ください。 

未契約修理 

お客様の障害コールにより、技術者を派遣し、修理にあたります。保守ま 
たは修理料金はその都度精算ずる方まで、作業の内容によつて異なりま 
ず。 


NEC では，お客様に合わせてじ(下の契約保守サービスを用意しておりまず。 


H-O • ヴービスを受けるためには事前の契約び必要でず。 

胃 a • ヴービス料金は契約ずる日数/時間帯により異なりまず。 


A — ドウ I アメンテナンスサービス 


維持保守 

定期的な点おにより障害を予防しまず。（定期予防保守） 

また > 万一障害発生時には保守技術者がすみやかに修復します。（緊急障害復旧) 


出張修理 

障害発生時、保守技術者が化張して修理しまず。（緊急障害復旧) 


故障かな？と思ったときは 
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エクスプレス通報ヴービス 

ご契約の期圍中、お客様の本体を監視し、障害(アレイディスク縮退、メモリ縮退、温度異 
常等)が発生した際に保守拠点か6お客様に連絡します。お客様への連絡時聞帯は、月曜日 
〜金曜日午前9:00~午後氏00です。 

r 八ードウエアメンテナンスサービス」または r マルチベンダ H / W 統括サービス」を契約された 
お客様は無償でこの保守サービスをご利用することができます。 

(お申し&みには r 申込書」び別途お要でず。販売店、当社営業担当にお申し付けください。） 


オプションサービス 

下記のオプションサービスわございますのでご利用ください。 


マルチベンダ H / W 統括サービス 

マルチベンダ製品(本製品 + SI 仕入製品*)で構成されるクライアント-サーバ' システムじ対 
し、下記のお態による修理を斤います。 


維持保守形態 

定期モお保守と、障害発生機器の切り分け、緊急障害復旧を行います。 

出張保守形態 

障害発生磯器の切り分け、緊急障害復旧を巧います。 

引取り保守形態 

障害発生機器の切リ分け、取外し，引取り、持帰り、調査、修理をし、完了禮に取がけ、動 
作確認、修理内容報告、引'渡しを行います。 

預リ保守形態 

お客様が送がされた故障品を修理し、完了禮にご返送します。 


* SI 仕入製品とは.-' 

NEC が他社か6仕入れ.責任をもってお客様に納入ちせていただ<化社製品のことです。 


LAN マルチベンダ保守ヴービス 

他社製品を含むマルチベンダで構成される LAN 機器(ルータ - HUB •ブリッジなど)につい 
て、障害原因の切り分けとお客様が還んだ保守ちまによる障害修復を行います。クライアン 
卜およびサーバは、本メニュー対まかです。 

NEC 製の LAN 機器は化張修理を巧います。 

他社製品の LAN 機器についても、シングルウインドウでその障害修復（センドバック、モ備 
磯保守など、お客様が違んだ保守方まによる）までをフォ□一します。 


LAN • ネットワーク監視ヴービス 

お客様が準備した LAN •ネットワーク監視装置を使巧し、 INS 回線経由で監視します。サー 
ビス内容はネットワークノードの障害監視から、性能監視，構成監視まであります。サービ 
ス日時は、24時聞 • 365日まで9パターンから違ができます。監視の結まは毎月報告書を発 
巧します。修理は八ードウ エア メンテナンスサービスで対応します。 
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情串良サービスについて 


本製品に関するご質聞-ご柜談は r ファーストコンタクトセンター」でお受けしていまず。 

《電話番号のかけまちがいが増えておりまず。番号をよ<おおかめの上、おかけください。 

ファーストつンタクトセンター TEL 03-34 己己-己800 (< で表） 

受付時闇/9:00〜12:00、13:00〜17:00月匯日〜金曜日（祝祭日を除く） 

お客様の装置本体を監視し，障害が発生した際に保守拠点か6お客様に連絡する r エクスプ 
レス届報サービス」の申し込みに関するご質問-ご相談は r エクスプレス受付センター」でお 
受けしています。 

《電話番号のかけまちがいが増えておりまず。番号をよ<おおかめの上、おかけください。 

エクスプレス受付センター TEL . 0120-吕吕 -304 吕 

受付時闇/9:00〜17:00月曜日〜金喔日（祝祭日を除く） 


インターネットでも情報を提供しています。 

http://nec8.com/ 

『NEC 8番街』：製品情報、 Q & A など最新 Express 情報満載！ 

http://club.express.nec.co.jp/ 

『Club Express 』 ：に lub Express 会員』への登録をごま内しています。 Express 妨〇〇シリー 
ズをご利用になる上で役立つ情報サービスの詳細をご紹介していまず。 

http://www.fieldin 呂 .co.jp/ 

NEC フイールデイング(株)ホームぺージ：メンテナンス、ソリューシヨン，用品、施設工事 
などの情報をご紹介しています。 
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